みよし市障がい者福祉計画(案)のパブリックコメントの結果
意見募集案件

【案件名】「みよし市障がい者福祉計画（案）」

【募集期間】平成23年12月1日(木曜日)から平成24年1月6日(金曜日)

意見募集の結果について

みよし市障がい者福祉計画(案)について、意見募集を行った結果、３名の方から１２件の貴重なご意見をいただきました。ありがとうございました。

ここに、寄せられた意見について、みよし市の考え方を公表いたします。

寄せられた意見とみよし市の考え方
	番

号
	意見の要旨
	市の考え方（対応）

	字句等の訂正

	1
	文言の並べ替え、内容に沿った表題への訂正、「害」→「がい」、表の数値の未記入等
	ご指摘のとおり訂正します。

	第４章　基本計画

	１-①　身近な相談支援体制の構築、

	2
	福祉サービスの利用料について、料金表のようなものを作成し、配布していただけないでしょうか。ヘルパー、ジョブコーチの１時間当たりの利用料金が分かれば利用したいと思っている家族のためにもお願いします。
	福祉サービスの利用料は、サービスの種類、

利用者の利用形態等により料金体系はさまざまであるため、参考程度にお示しすることは可能です。ジョブコーチは、障がい者の就労支援の一環としてあるもので、必要と認められれば無料で利用いただけます。

	３-①　雇用・就業の促進

	3
	就労している・就労を考えている障がい者の集まる場所のことも取り組んで頂けると知り、大変うれしく思っています。

このような場に、相談員、ジョブコーチ、養護学校の先生、福祉課職員にも同席して頂きたいと思います。
	ご意見に沿えるよう事業展開を進めてまい

ります。

	4
	身障者の自立、雇用の促進は認識されるまでが大変だと思います。一人ひとりの能力がどの程度か把握しないと民間での雇用には結びつかない。個人情報保護の面から、書面での広報は難しい。
	障がい者の就労については、就労支援の入

り口として、専門スタッフにより就労が可能かどうか判断し、障がい者本人に適した就労につなげていきます。
　

	5
	　市行政（民間も可）として通所授産施設を設けて定年退職者を指導員とした職業訓練所を運営し、市内企業、業者より仕事を調達しながら技量をみがき、それに応じて雇用に結び付ける。そんな市民と企業と行政の支援はされていますか。そんな事業がほしいと思います。
	　みよし市障がい者自立支援協議会の中で、みよし市にお住まいで就労を希望する障がい者の就労支援システム（企業開拓、職能評価、訓練（実習）、就職、定着支援等）を構築するため協議、検討を行っています。いただいたご意見を参考にさせていただき、今後の就労支援の推進に努めます。

	6
	　具体的な取り組みの中に定着に向けた支援について明記してほしい。
	　障がい者就労支援は、定着するまでが支援と考えています。ご指摘のとおり定着に向けた支援について明記します。

	４-①　施設と地域の連携

	7
	　親亡き後の生活の場として、グループホームやケアホームが主流となっていくようですが、今後は、障がい者の暮らし方も多様化していくように思いますので、柔軟に対応して頂けるとうれしく思います。
	ご意見に沿えるよう事業展開を進めてまい

ります。

	8
	　身障者も親元から離れて自立したいと望んでいる。一人ではできないことも、理解する仲間と支援者がいれば、何かができると思います。すべての市民が計画の対象になっているといえども、身近で関連がないと意識は薄い。行政各部門の積極的な広報活動で協働の呼びかけをお願いします。
	「基本計画１－③　権利擁護の推進と広報

活動の充実」の具体的な取り組みに挙げた「地域における交流や教育の場での交流、または福祉教育を推進し」障がいへの理解を深められるよう努めます。

	６-②　障がい児教育の充実

	9
	特別支援学校の職員の多忙化が懸念されているが、それについての対策も明記してほしい。
	ご意見を参考にし、事業推進を行っていき
ます。

	第６章　障がい福祉サービス等の実施目標

	　４-２　日中活動系のサービス

	10
	日中活動系サービス見込量で人日分÷人で１人の月の利用日数がでるが、サービスによって日数が違うのはなぜか。
	　障がい福祉サービスのうち「訓練等給付」に当たるサービスであり、利用者の希望を尊重し、暫定的に支給決定を行ったうえで、実際にサービスを利用した結果を踏まえ、支給決定を行っているため、サービスごと、さらには利用者ごとに日数は異なります。

	資料編

	　１-３　サービス種類別利用状況

	11
	サービス種類別利用状況の表で施設入所支援のような費用総額と１人当たりの費用額が利用人数１人にもかかわらず違うのはどのような計算があるのか。
	　サービス種類別利用状況の人数については、サービスごとの年間利用人数の月平均であり、端数処理をしています。費用総額についても人数と同様に、年間費用総額を基に算出しています。
　１人当たり費用額については、年間費用総額÷年間利用人数で算出しているため、数値が異なる場合があります。

	　５-６　障がい者医療費の支給 ５-７　精神障がい者医療費助成

	12
	障がい者医療費の支給及び精神障がい者医療費助成の表の関係について説明があったほうがよいのではないか。
	　障がい者医療費と精神障がい者医療費の対象者は異なりますので、両表の関係性はありません。
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